
これらの問いかけを考える前に

「社会科とは何か？」を

再確認

≪ 問いかけ ≫

〇補習授業校の限られた時間の中で、社会科の授業を実施する意味は何でしょうか。

〇社会科に手を出すよりは国語の時間を多くとる方がよいのでしょうか。

〇どんな社会科の授業なら、効果を上げることができるのでしょうか。

※JOESからのメールより抜粋





社会科の目標を凝縮した結果行きついた活動が

ディベートとプレゼンテーション



【ディベートとプレゼンテーション】

社会科 国語科

プレゼンテーションの例：

➞大好きな歴史人物

➞おすすめ観光地

➞ビブリオバトル

ディベートの例：

➞動物園は必要か？

➞ペットボトルを廃止すべきか？

➞兵役を義務化すべきか？

★★社会科の目標を網羅★★

・課題の把握と追求

・情報の収集と総括

・多角的な考察

・解決方法の選択と判断

・適切な表現による伝達

公民

日本史

地理



社会科の活動からスピンオフした国語科の活動が

新聞記事を読む



【新聞記事を読む】

朝日小学生新聞

★★社会科の原点は日々の社会の動き★★

・新聞記事に出会う

・語彙の理解は辞書サーフィン

・漢字はとにかく“読む” いちおう“書く”

・記事の要旨を把握

・意見交換

毎日小学生新聞

NHK NEWS WEB

読売新聞ワークシート



１．ふりがな無しで読む

・中学生以上で習う漢字にはふりがなをふっておく

・特殊な地名や人名にはふりがなをふっておく

・間違った表記の漢字（同音）を入れておく

例



２．漢字に直す

・特殊な地名・人名は漢字で表記しておく

・漢字の習得学年をひらがなの上に示しておく

・熟字訓であることをひらがなの上に示しておく



３．記事の要旨と意見交換

・分からない言葉はその場で辞書を引く

・疑問点を1、2点に絞る

・動画や画像を用意し、深堀りする場合もある

どこ？

隕石ってすごい！

どんな感じだったんだろう？



世界では、海などで、プラスチックがごみになることが問題になっています。

東京大学の岩田忠久教授の研究室は、海の水などの自然の中で、分解されてごみに

ならないプラスチックを作りました。

岩田教授は、特別な酵素をプラスチックに混ぜてフィルムを作りました。そして、

フィルムを小さく切って海の水に入れました。細かくなったプラスチックの中の

酵素が水と反応して、ゆっくりと分解が始まりました。フィルムをもっと細かく

切ると分解が早くなりました。

岩田教授は、将来、全部のプラスチックの20％ぐらいを、分解するプラスチックに

したいと考えています。

いわ た ただひさ

使い終わったら分解するプラスチックを作った

いわ た こう

いわ た

こう

どのくらい
読めるかな？トライ１

例



せ かい うみ もんだい

世界では、海などで、プラスチックがごみになることが問題になっています。

東京大学の岩田忠久教授の研究室は、海の水などの自然の中で、分解されてごみに

ならないプラスチックを作りました。

岩田教授は、特別な酵素をプラスチックに混ぜてフィルムを作りました。そして、

フィルムを小さく切って海の水に入れました。細かくなったプラスチックの中の

酵素が水と反応して、ゆっくりと分解が始まりました。フィルムをもっと細かく

切ると分解が早くなりました。

岩田教授は、将来、全部のプラスチックの20％ぐらいを、分解するプラスチックに

したいと考えています。

とうきょうだいがく いわ た ただひさきょうじゅ けんきゅうしつ うみ みず し ぜん なか ぶんかい

いわ たきょうじゅ とくべつ こう そ ま つく

いわ たきょうじゅ しょうらい ぜん ぶ ぶんかい

つく

ちい き うみ みず い こま なか

こう そ みず はんのう ぶんかい はじ こま

き ぶんかい はや

かんが

使い終わったら分解するプラスチックを作った
つか お ぶんかい つく

どんなニュース？トライ３



世界では、海などで、プラスチックがごみになることが問題になっています。

使い終わったら分解するプラスチックを作った

なぜ問題かというと、

それで

東京大学の岩田忠久教授の研究室は、海の水などの自然の中で、分解されてごみに

ならないプラスチックを作りました。

いわ た ただひさ

なぜ問題なの？

※ 調べたり、おうちの人に聞いたりして、自分の言葉で書きましょう

トライ４



せかいでは、うみなどで、プラスチックが ごみに なる ことが もんだいに なっています。

とうきょうだいがくの 岩田忠久きょうじゅの けんきゅうしつは、うみの みずなどの しぜんの

なかで、ぶんかいされて ごみに ならない プラスチックを つくりました。

岩田きょうじゅは、とくべつな 酵そを プラスチックに まぜて フィルムを つくりました。

そして、フィルムを ちいさく きって うみの みずに いれました。こまかくなった プラス

チックの なかの 酵そが みずと はんのうして、ゆっくりと ぶんかいが はじまりました。

フィルムを もっと こまかく きると ぶんかいが はやくなりました。

岩田きょうじゅは、しょうらい、ぜんぶの プラスチックの 20％ぐらいを、ぶんかいする プラ

スチックに したい と かんがえています。

つかい おわったら ぶんかいする プラスチックを つくったトライ５

1           2          3           4          5           6          中

ゴールを決めて
書いてみよう！


